
１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における国内経済は、海外諸国において高まる政治リスクや見通しづらい経済動向等、先

行きの不透明感が強まる状況で推移しました。また、米国経済は引き続き各国との貿易を巡る動きが注視されており、

設備投資に鈍化の兆しが見られました。一方、欧州経済については、通商上の不安定さや政治の不確実性の高まりか

ら、減速傾向が続きました。アジア経済は、中国の経済成長に陰りが見られる中、その他のアジア地域も勢いを欠く展

開となりました。

 このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の連結経営成績は、主力事業である時計事業及び工作機械事業の

落ち込み等により、売上高は699億円（前年同期比6.2％減）と減収、営業利益は18億円（前年同期比59.9％減）と減益

となりました。また、経常利益は20億円（前年同期比66.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益についても９億

円（前年同期比76.8％減）と、それぞれ減益となりました。

 

（時計事業） 

 ウオッチ販売の内、“CITIZEN”ブランドの国内市場は、「The CITIZEN」、「Eco-Drive One」などの高価格品が好

調に推移したほか、中価格品も「xC」、「PROMASTER」などが堅調に販売を伸ばしました。また、ラグビー日本代表モ

デル発売記念イベントも奏功し、全体で売上を伸ばし、増収となりました。 

 海外市場の内、北米市場は、主力の中価格帯市場においてメンズ、レディスともに健闘したものの、実店舗流通の縮

小等の影響を補うには至らず、また、欧州市場においても、引き続き政治不安の高まりから個人消費が伸び悩む等、苦

戦を強いられ、それぞれ減収となりました。アジア市場は、香港やタイなど堅調さを保つ地域も見られたものの、中国

経済の先行きに対する不透明感から販売が伸び悩み、減収となりました。 

 マルチブランドについては、“BULOVA”ブランドはデパートやジュエリーチェーンの不振や実店舗の再編等による落

ち込みを、伸長するインターネット流通等で補いきれず、減収となりました。 

 ムーブメント販売は、依然として市場の回復に力強さを欠く厳しい環境が続き、高付加価値商品の需要が伸び悩む

等、減収となりました。 

 以上の結果、時計事業全体では、新製品の積極的な投入や広告宣伝投資の加速による販売拡大を図りましたが海外市

場を中心に低迷し、また、ムーブメント販売も伸び悩んだことから、売上高は335億円（前年同期比6.5％減）と、減収

となりました。営業利益においては、重点施策の一つである高価格帯製品が売上を伸ばしましたが、ムーブメント販売

の不振等による影響が大きく、６億円（前年同期比71.6％減）と、減益となりました。 

 

（工作機械事業） 

 国内市場は、半導体関連が軟調だったほか、自動車関連が中国を中心とした需要減少の影響を受けたことにより、減

収となりました。 

 海外市場においても、米中貿易摩擦の影響等による先行き懸念が増す中、設備投資を先送りする動きが強まってお

り、欧州市場は減収となりました。米州市場は比較的安定的な需要の見込める医療関連等に注力したことにより底堅さ

を保ち、アジア市場は中国では医療関連が堅調に推移したものの、アセアンを中心とした地域で市況が低迷し、横ばい

となりました。 

 以上の結果、工作機械事業全体では、国内外で設備投資に対する慎重な姿勢が強まっており、当社グループの独自技

術であるＬＦＶ（低周波振動切削）搭載機の販売を推し進めましたが、好調であった前年同期からの反動もあり、売上

高は157億円（前年同期比7.8％減）、営業利益においては、26億円（前年同期比17.8％減）と、減収減益となりまし

た。 

 

（デバイス事業） 

 精密加工部品の内、スイッチが新機種への採用等により売上を伸ばしたものの、自動車部品が、中国や欧州市場にお

ける新車販売台数の減少を受け低調な推移となり、精密加工部品全体で減収となりました。 

 オプトデバイスの内、チップＬＥＤは、照明向けは激しい価格競争を強いられる中、価格を追随せず収益性を重視し

た取組みに注力したほか、バックライトユニットの売上減を受け、オプトデバイス全体で減収となりました。 

 その他部品の内、水晶デバイスはスマートフォン市場の伸び悩み等により低迷したほか、強誘電性液晶マイクロディ

スプレイもデジタルカメラ市場の縮小の影響を受け、落ち込みました。 

 以上の結果、デバイス事業全体では、主にオプトデバイスを中心とした売上減の影響により、売上高は145億円（前

年同期比6.6％減）と、減収となりました。営業利益においては、収益を重視した販売戦略に注力したものの売上減の

影響が大きく、３億円（前年同期比51.1％減）と、減益となりました。 

 

（電子機器事業） 

 情報機器は、ＰＯＳプリンター及びバーコードプリンターが売上を落としたものの、フォトプリンターがメディア及

び本体ともに好調に推移し全体を牽引したことで、情報機器全体では増収となりました。 

 健康機器は、国内市場が低調に推移したほか、海外市場も南米向け等が苦戦し、減収となりました。 
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 以上の結果、電子機器事業全体では、フォトプリンターが好調に推移したものの、健康機器の苦戦が響き、売上高は

45億円（前年同期比0.9％減）、営業損失は０億円（前年同期は０億円の営業損失）と、減収減益となりました。 

 

（その他の事業） 

 宝飾製品は、ブライダル販売の強化により主力のマリッジリングが伸長したほか、展示会販売や卸販売も堅調に推移

し、増収となりました。 

 以上の結果、その他の事業全体では、主に宝飾製品の回復により、売上高は15億円（前年同期比9.8％増）、営業利

益においては、１億円（前年同期比218.5％増）と、増収増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ55億円減少し、4,083億円となりました。資産の

内、流動資産は、たな卸資産が53億円増加した一方で、受取手形及び売掛金が71億円、現金及び預金が58億円減少した

こと等により、62億円の減少となりました。固定資産につきましては、機械装置及び運搬具が18億円、工具、器具及び

備品が４億円、建物及び構築物が４億円増加した一方で、建設仮勘定が21億円減少したこと等により、６億円の増加と

なりました。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ、賞与引当金が30億円、支払手形及び買掛金が10億円増加した一方で、電子記録債

務が13億円、未払法人税等が９億円減少したこと等により16億円増加し、1,479億円となりました。 

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、為替換算調整勘定が29億円、利益剰余金が19億円減少し、自己株

式取得により自己株式が13億円増加したこと等により72億円減少し、2,603億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2020年３月期の第２四半期（累計）及び通期連結業績予想につきましては、為替が想定以上に円高に推移しているこ

とに加え、主に時計事業と工作機械事業における市況環境の悪化を受け、前回予想を下回る見通しとなりましたので、

業績予想を修正いたしました。なお、第２四半期以降の為替レートにつきましては、１ＵＳ＄＝105円、１ＥＵＲ＝120

円を想定しております。 

 

2020年3月期 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2019年９月30日） 

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

152,000

百万円

9,000

百万円

10,000

百万円

7,000

円 銭

21.99

今回修正予想（Ｂ） 146,300 7,200 7,500 5,000 15.84

増減額（Ｂ-Ａ） △5,700 △1,800 △2,500 △2,000 -

増減率（％） △3.8 △20.0 △25.0 △28.6 -

（ご参考）

前第2四半期累計期間実績
154,406 10,959 13,133 8,375 26.32

 

 

2020年3月期 通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

318,000

百万円

20,000

百万円

22,000

百万円

14,500

円 銭

45.56

今回修正予想（Ｂ） 305,000 16,000 18,000 11,500 36.44

増減額（Ｂ-Ａ） △13,000 △4,000 △4,000 △3,000 -

増減率（％） △4.1 △20.0 △18.2 △20.7 -

（ご参考）

前期実績（2019年３月

期）

321,652 22,411 26,602 13,369 42.00
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